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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

　

　

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第88期
第２四半期
連結累計期間

第89期
第２四半期
連結累計期間

第88期

会計期間

自　平成22年４
月１日

至　平成22年９
月30日

自　平成23年４
月１日

至　平成23年９
月30日

自　平成22年４
月１日

至　平成23年３
月31日

売上高 (百万円) 1,148,0901,016,5902,257,436
経常利益　 (百万円) 89,562 31,745 147,894
四半期（当期）純利益 (百万円) 44,436 12,059 69,643
四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 37,524 6,212 70,877

純資産額 (百万円) 897,111 911,536 917,704
総資産額 (百万円) 1,975,2781,936,6791,978,225
１株当たり四半期
（当期）純利益

(円) 157.89 42.83 247.46

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

(円) ― 42.81 ―

自己資本比率 (％) 33.9 35.1 34.7
営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 117,536 15,593 273,627

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 70,435△116,441 14,833

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △15,992 △29,790 △63,932

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(百万円) 321,264 240,657 372,179

　

回次
第88期
第２四半期
連結会計期間

第89期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自　平成22年７
月１日

至　平成22年９
月30日

自　平成23年７
月１日

至　平成23年９
月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 81.36 45.00

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載して
いません。
２　売上高には、消費税等は含まれていません。
３　第88期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」
（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しています。
４　第88期第２四半期連結累計期間および第88期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益の算定にあ
たり、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30日）および「１株
当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30日）を適用
し、遡及処理しています。
  　これにより、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式
が存在しないため記載していません。　
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２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループが営む事業の内容について、重要な変更はあ

りません。

  主要な関係会社の異動は以下のとおりです。　

　（アイシン・エィ・ダブリュグループ）

　　新規設立：ＡＷ(蘇州)汽車零部件有限公司
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第２ 【事業の状況】

　

　　

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における当企業グループの経営環境は、東日本大震災により落ち込

んでいた得意先カーメーカーの生産台数が回復してきたものの、歴史的な円高が急速に進行する

など、予断を許さない状況が続いています。

　このような中、「減産下でも確実に生き残れる企業体質への転換」に向け、製品１個当たりにま

で遡った生産性の向上や固定費の削減に全力で取り組んでまいりました。また、中長期的な視点

に立てば、新興国の世界市場における存在感の高まりや、持続可能な社会の実現に向けた社会

ニーズの変化など、企業経営は大きな変革点に差し掛かっており、将来にわたって安定的で持続

的な成長をはかるため、社会環境の変化やお客様のニーズを先取りした新商品の開発と拡販、な

らびにグローバル市場での事業基盤の強化に取り組んでいます。

　当第２四半期連結累計期間の売上高については、震災に伴う得意先の稼動状況に応じた生産調

整などにより、前年同四半期（1兆1,480億円）に比べ11.5％減の1兆165億円となりました。

　利益については、企業体質改善活動の成果はあったものの、売上高の減少が大きく、営業利益は

前年同四半期（831億円）に比べ69.2％減の256億円、経常利益は前年同四半期（895億円）に比

べ64.6％減の317億円、四半期純利益は前年同四半期（444億円）に比べ72.9％減の120億円とな

りました。

　なお、セグメントの業績は、次のとおりです。

① アイシン精機グループ  

　売上高については、前年同四半期（5,535億円）に比べ15.1％減の4,698億円となりました。営

業利益は前年同四半期（309億円）に比べ89.7％減の31億円となりました。

② アイシン高丘グループ

　売上高については、前年同四半期（1,068億円）に比べ13.9％減の920億円となりました。営業

利益は前年同四半期（72億円）に比べ61.6％減の27億円となりました。
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③ アイシン・エィ・ダブリュグループ

　売上高については、前年同四半期（4,261億円）に比べ6.1％減の4,002億円となりました。営

業利益は前年同四半期（364億円）に比べ51.0％減の178億円となりました。

④ アドヴィックスグループ

　売上高については、前年同四半期（1,952億円）に比べ12.7％減の1,705億円となりました。利

益については、8億円の営業損失（前年同四半期営業利益50億円）となりました。

⑤ その他

　売上高については、前年同四半期（814億円）に比べ5.7％減の767億円となりました。営業利

益は前年同四半期（27億円）に比べ37.5％減の17億円となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、営

業活動により155億円の増加、投資活動により1,164億円の減少、財務活動により297億円の減少、

現金及び現金同等物に係る換算差額により8億円の減少の結果、当第２四半期連結会計期間末に

は2,406億円となり、前連結会計年度末（3,721億円）に比べ1,315億円（35.3％）の減少となり

ました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は、前年同四半期（1,175億円）に比べ1,019億円（86.7％）減少

し、155億円となりました。これは、税金等調整前四半期純利益が578億円減少したことや、売上債

権の増減額が516億円増加したことなどによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は1,164億円（前年同四半期は704億円の資金の増加）となりまし

た。これは、定期預金及び有価証券の増減額が1,756億円増加したことや、有形固定資産の取得に

よる支出が253億円増加したことなどによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は、前年同四半期（159億円）に比べ137億円（86.3％）増加し、

297億円となりました。これは、長期借入金の返済による支出が167億円増加したことなどにより

ます。

(3) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当企業グループの研究開発費は、総額574億円です。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更

はありません。

(4) 主要な設備

　前連結会計年度末時点で未定であった当連結会計年度の設備の新設、除却等の計画は、第１四半

期連結会計期間において決定しました。その内容は、第１四半期の四半期報告書に記載のとおり

です。
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第３ 【提出会社の状況】

　

　

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
種類 発行可能株式総数(株)
普通株式 700,000,000
計 700,000,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数(株)
（平成23年９月30日）

提出日現在
発行数(株)

（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 294,674,634 294,674,634
東京・名古屋各証券取引所市場
第一部

単元株式数
100株　

計 294,674,634 294,674,634 ― ―

（注）　提出日現在の発行数には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれていません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりです。
決議年月日 平成23年６月21日
新株予約権の数（個） 　　　　　　　　　　　　11,630 （注）１
新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―
新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式
新株予約権の目的となる株式の数（株） 　　　　　　　　　 　1,163,000
新株予約権の行使時の払込金額（円） 　　　　　　　 １株当たり3,234 （注）２

新株予約権の行使期間
 平成25年８月１日～
 平成29年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円）　

発行価格      3,234
資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出され
る資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果
１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り上げるも
のとする。      

新株予約権の行使の条件

１　各新株予約権の一部行使は、その目的たる株式の数が当
社の単元株式数の整数倍となる場合に限り、これを行う
ことできるものとする。
２　新株予約権者は、権利を行使する条件に該当しなくなっ
た場合、直ちに新株予約権を喪失し、当社に対して無償で
返還するものとする。
３　その他の新株予約権の行使条件については、当社におけ
る定時株主総会決議および新株予約権発行の取締役会決
議に基づき、当社と新株予約権の割当を受ける者との間
で締結する「新株予約権割当契約」によるものとする。　

新株予約権の譲渡に関する事項
　譲渡による新株予約権の取得については、取締役会の承認
を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―
組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 　―

（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株である。

２　新株予約権の行使時に際して出資される財産の価額は、新株予約権の行使により交付を受けることができる株

式１株当たりの払込金額（以下「行使価額」という。）に付与株式数を乗じた金額とする。

　　なお、行使価額の調整は以下のとおりとする。　

①　新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整　　し、

調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額　＝　調整前行使価額　×
１

分割または併合の比率
②　新株予約権の割当日後、当社が時価を下回る価額で普通株式の発行または普通株式の自己株式の処分を行う

場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。ただ

し、新株予約権の行使の場合は、行使価額の調整は行わないものとする。

    
　

既発行
株式数

　
＋

 新規発行
 株式数

×
１株当たり
払込金額

調整後
行使価額

＝
調整前
行使価額

×
時価

既発行株式数　＋　新規発行株式数
　なお、上記算式中の「既発行株式数」からは、当社が保有する自己株式の数を除くものとし、自己株式の処分

を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。　
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 294,674 ― 45,049 ― 62,926

(6) 【大株主の状況】
 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 65,558 22.25
株式会社豊田自動織機 愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地 20,711 7.03
日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 16,497 5.60

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 14,153 4.80

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 7,000 2.38
東和不動産株式会社 名古屋市中村区名駅４丁目７番１号 6,344 2.15
三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川２丁目27番２号 5,902 2.00
株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 5,855 1.99
ＳＳＢＴ　ＯＤ05　ＯＭＮＩＢＵ
Ｓ　ＡＣＣＯＵＮＴ　－　ＴＲＥＡ
ＴＹ　ＣＬＩＥＮＴＳ
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店）

338　ＰＩＴＴ　ＳＴＲＥＥＴ　　　　　ＳＹＤ
ＮＥＹ　ＮＳＷ　2000　　　　　　ＡＵＳＴＲＡ
ＬＩＡ
(東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

4,172 1.42

明治安田生命保険相互会社
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）　

東京都千代田区丸の内２丁目１番１号

(東京都中央区晴海１丁目８番12号)　
3,609 1.22

計 ― 149,805 50.84
　
(注) １　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)および日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託

口)の所有株式数はすべて信託業務に関わる株式です。
２　上表には、当社が所有する自己株式を除いています。当社は自己株式を12,888千株所有しており、発行済株式
総数に対する所有株式数の割合は4.37％です。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容
無議決権株式 ― ― ―
議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―
議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

普通株式   12,888,700
― ―

（相互保有株式）

普通株式   　　95,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  281,547,1002,815,471 ―
単元未満株式 普通株式      143,834 ― １単元(100株)未満の株式
発行済株式総数 294,674,634― ―
総株主の議決権 ― 2,815,471 ―
　

　

② 【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）      

アイシン精機㈱※
愛知県刈谷市朝日町２丁目
１番地

12,888,700― 12,888,700 4.37

（相互保有株式）                  

豊明木工㈱
愛知県刈谷市野田町場割８
丁目１番地

95,000 ― 95,000 0.03

計 ― 12,983,700― 12,983,700 4.41
　
(注) ※　当社所有の自己株式は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づ

く取締役会決議による自己株式の取得、会社法第163条の規定に基づく子会社からの自己株式の取得および単

元未満株式の買取請求によるものです。

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

　

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平

成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しています。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成23年

７月１日から平成23年９月30日まで）および当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平

成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを

受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 262,987 215,212

受取手形及び売掛金 254,499 301,284

有価証券 149,997 104,380

商品及び製品 71,309 79,820

仕掛品 40,089 41,469

原材料及び貯蔵品 37,953 40,650

その他 117,294 128,660

貸倒引当金 △307 △479

流動資産合計 933,825 910,999

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 242,728 237,628

機械装置及び運搬具（純額） 274,485 263,902

工具、器具及び備品（純額） 26,921 26,437

土地 113,019 113,473

リース資産（純額） 962 864

建設仮勘定 35,490 43,184

有形固定資産合計 693,608 685,491

無形固定資産 15,107 15,362

投資その他の資産

投資有価証券 262,308 249,768

その他 73,842 75,519

貸倒引当金 △467 △461

投資その他の資産合計 335,683 324,825

固定資産合計 1,044,399 1,025,680

資産合計 1,978,225 1,936,679
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 276,310 287,221

短期借入金 25,573 32,934

1年内償還予定の社債 10,063 10,063

引当金 21,544 19,849

その他 242,537 221,068

流動負債合計 576,029 571,137

固定負債

社債 70,275 70,244

長期借入金 292,639 267,136

退職給付引当金 91,948 93,997

その他の引当金 6,099 5,329

その他 23,529 17,298

固定負債合計 484,491 454,005

負債合計 1,060,521 1,025,143

純資産の部

株主資本

資本金 45,049 45,049

資本剰余金 58,836 59,125

利益剰余金 603,195 608,218

自己株式 △20,784 △20,292

株主資本合計 686,296 692,100

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 50,594 37,028

繰延ヘッジ損益 △1,358 △1,452

為替換算調整勘定 △48,713 △47,919

その他の包括利益累計額合計 522 △12,344

新株予約権 2,143 2,348

少数株主持分 228,741 229,430

純資産合計 917,704 911,536

負債純資産合計 1,978,225 1,936,679
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 1,148,090 1,016,590

売上原価 976,604 903,513

売上総利益 171,485 113,077

販売費及び一般管理費 ※
 88,343

※
 87,464

営業利益 83,142 25,612

営業外収益

受取利息 542 1,120

受取配当金 1,345 1,686

持分法による投資利益 4,327 2,910

その他 8,881 7,581

営業外収益合計 15,096 13,298

営業外費用

支払利息 2,941 2,746

その他 5,734 4,419

営業外費用合計 8,676 7,165

経常利益 89,562 31,745

税金等調整前四半期純利益 89,562 31,745

法人税等 24,502 11,837

少数株主損益調整前四半期純利益 65,060 19,908

少数株主利益 20,624 7,849

四半期純利益 44,436 12,059
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 65,060 19,908

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,766 △13,752

繰延ヘッジ損益 △319 △99

為替換算調整勘定 △9,699 779

持分法適用会社に対する持分相当額 △750 △623

その他の包括利益合計 △27,535 △13,695

四半期包括利益 37,524 6,212

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 19,156 △807

少数株主に係る四半期包括利益 18,368 7,020
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 89,562 31,745

減価償却費 70,558 64,150

売上債権の増減額（△は増加） 1,368 △50,327

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,051 △17,405

仕入債務の増減額（△は減少） △5,427 18,449

その他 △2,659 △6,592

小計 151,351 40,020

利息及び配当金の受取額 2,864 4,072

利息の支払額 △2,781 △2,565

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △33,897 △25,934

営業活動によるキャッシュ・フロー 117,536 15,593

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金及び有価証券の増減額（△は増加） 137,176 △38,431

有形固定資産の取得による支出 △43,233 △68,539

有形固定資産の売却による収入 1,232 1,935

投資有価証券の取得による支出 △29,657 △18,722

投資有価証券の売却及び償還による収入 7,874 10,139

その他 △2,956 △2,822

投資活動によるキャッシュ・フロー 70,435 △116,441

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの増減
額（△は減少）

△1,876 1,272

長期借入金の返済による支出 △2,491 △19,268

配当金の支払額 △5,629 △7,047

少数株主への配当金の支払額 △5,767 △5,286

その他 △227 540

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,992 △29,790

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,443 △883

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 168,536 △131,522

現金及び現金同等物の期首残高 152,727 372,179

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 321,264

※
 240,657
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

連結の範囲の重要な変更

　当第２四半期連結会計期間において、ＡＷ(蘇州)汽車零部件有限公司を新たに設立したため、連結の範囲に含めていま

す。　　

　

【会計方針の変更等】
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計方針の変更）

「１株当たり当期純利益に関する会計基準」等の適用　

　第１四半期連結会計期間から、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30

日）および「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30

日）を適用しています。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オプショ

ンについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正な評価額のう

ち、将来企業に提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しています。

　なお、１株当たり情報に与える影響は、当該箇所に記載しています。

　

【追加情報】
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しています。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりです。　

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

給料及び手当 　　　　　　　25,306百万円 　　　　　　　25,963百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりです。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

現金及び預金勘定 173,421百万円 215,212百万円

有価証券勘定 217,319 104,380

流動資産　その他 130,542 128,660

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △31,714 △24,026

取得日から償還日までが３ヶ月を超える
短期投資等

△52,472 △70,934

現金同等物以外の流動資産その他 △115,832 △112,634

現金及び現金同等物 321,264 240,657
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 5,629 20平成22年３月31日平成22年６月24日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期
連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月28日

取締役会
普通株式 7,036 25平成22年９月30日平成22年11月26日利益剰余金

　２　株主資本の金額の著しい変動

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成22年３月31日　残高
（百万円）

45,049 58,831 546,218 △20,783 629,315

四半期連結累計期間中の変動額                     
剰余金の配当         △5,629     △5,629
四半期純利益         44,436     44,436
自己株式の取得             △14 △14
自己株式の処分     0     0 0
四半期連結累計期間中の変動額合計
（百万円）

― 0 38,806 △13 38,793

平成22年９月30日　残高
（百万円）

45,049 58,831 585,024 △20,797 668,108

　

EDINET提出書類

アイシン精機株式会社(E01593)

四半期報告書

18/23



Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月21日

定時株主総会
普通株式 7,036 25平成23年３月31日平成23年６月22日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期
連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月28日

取締役会
普通株式 7,044 25平成23年９月30日平成23年11月25日利益剰余金

　２　株主資本の金額の著しい変動

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成23年３月31日　残高
（百万円）

45,049 58,836 603,195 △20,784 686,296

四半期連結累計期間中の変動額                     
剰余金の配当         △7,036     △7,036
四半期純利益         12,059     12,059
自己株式の取得             △2 △2
自己株式の処分     289     494 784
四半期連結累計期間中の変動額合計
（百万円）

― 289 5,022 492 5,804

平成23年９月30日　残高
（百万円）

45,049 59,125 608,218 △20,292 692,100
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（セグメント情報等）
　

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
（単位：百万円）

　

報告セグメント

その他

（注）　
合計アイシン精機

グループ　

アイシン高丘

グループ　

アイシン・

エィ・ダブリュ

　

グループ　

アドヴィックス

グループ　
計　

売上高                             

外部顧客への売上高 426,60761,212419,640181,9761,089,43558,6541,148,090

セグメント間の
内部売上高

126,93145,666 6,523 13,316192,43822,787215,225

計 553,538106,879426,163195,2931,281,87481,4421,363,316

セグメント利益 30,988 7,214 36,456 5,037 79,697 2,742 82,439

　（注）「その他」の区分には、各報告セグメントに属さない自動車部品事業が含まれています。　

　
２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び
当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

利益又は損失 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

セグメント間取引消去

その他の調整額　

79,697

2,742　

611

91

四半期連結損益計算書の営業利益 83,142

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
（単位：百万円）

　

報告セグメント

その他

（注）　
合計アイシン精機

グループ　

アイシン高丘

グループ　

アイシン・

エィ・ダブリュ

　

グループ　

アドヴィックス

グループ　
計　

売上高                             

外部顧客への売上高 359,40156,927386,645158,709961,68454,9061,016,590

セグメント間の
内部売上高

110,40235,07413,57611,868170,92121,881192,803

計 469,80392,001400,221170,5781,132,60576,7881,209,393

セグメント利益
又は損失（△）

3,182 2,767 17,865 △843 22,971 1,713 24,685

　（注）「その他」の区分には、各報告セグメントに属さない自動車部品事業が含まれています。　

　
２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び
当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

利益又は損失 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

セグメント間取引消去

その他の調整額　

22,971

1,713　

76

850

四半期連結損益計算書の営業利益 25,612
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（１株当たり情報）
　

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基
礎は、以下のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

(1）１株当たり四半期純利益 157円89銭 42円83銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益（百万円） 44,436 12,059

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 44,436 12,059

普通株式の期中平均株式数（千株） 281,429 281,548

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 42円81銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） ― ―

普通株式増加数（千株） ― 109

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益の算定に含めな

かった潜在株式で、前連結会計年度末から

重要な変動があったものの概要

――――― ―――――

（注）　「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から、「１株当たり当期純利益に関する会計基
準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30日）および「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」
（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しています。

　　　　これにより、前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有し
ている潜在株式が存在しないため記載していません。

　　　　また、これらの会計基準等を適用しなかった場合の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の金額は、157円88銭で
す。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２ 【その他】

(1) 中間配当に関する取締役会決議は次のとおりです。

決議年月日　　　　　　　　平成23年10月28日（中間配当支払開始日　平成23年11月25日）

中間配当金の総額　　　　　7,044百万円

１株当たりの中間配当額　　25円

(2) その他特筆すべき事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 平成23年11月11日

アイシン精機株式会社  

 取　締　役　会　御　中    

 あらた監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 西　川　浩　司

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 山　本　房　弘

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイシン精機株式会
社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成
23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ
ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務
諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分
析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる
監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アイシン精機株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状
態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　　上　

　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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